
平成２９・３０年度 大津町教育委員会指定学力向上研究指定校 

平成３０・３１年度 熊本県教育委員会指定「熊本の学び」研究指定校 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成３０年１０月２６日（金） 

大津町立室小学校 

研究主題 

はじめに 

本校は平成２９年度に大津町教育委員会の「学力充実・向上」研究指定を，今年度は

新たに熊本県教育委員会の「熊本の学び」研究指定を受け，学力向上プロジェクト研究

指定校として，学びに向かう確かな学力の充実を図るために研究を進めて参りました。

１年目は「確かな学力を支える読解力の育成」を目指して，研究を進めました。２年目

は「確かな学力を支える『学びに向かう力』の育成」というテーマを掲げ，現在も読解

力の向上を基盤とした学習指導について国語科・算数科を中心に研究を進め，確かな学

力の向上を目指しております。 

 研究につきましては，まだ十分とは言えませんが，ご参会の皆様からのご指導，ご助

言等をいただき，今後も児童の更なる確かな学力の向上へとつないでいく所存です。 

どうぞよろしくお願いいたします。 

 



１ 研究主題 
 

 

２ 主題設定の理由 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 研究主題の分析 
主題に即した児童の姿を以下のように捉える。 

確かな学力 
〇 知識・技能を確実に習得し，それらを活用しながら思考・判断・

表現し，新たな問題を解決する姿 

学びに向かう力 

〇 課題に対して，既有の知識・技能や学習経験を生かそうとする姿（主体的な学び） 

〇 課題に対して，他者と関わりながら自らの考えや表現の仕方を変容・補強していこ

うとする姿（対話的な学び） 

〇 自ら「問い」を見出そうとする姿（主体的で深い学び） 

読解力 
〇 テキスト（連続型及び非連続型テキスト）に内包された情報を理解したり，他者の

考えの内容や根拠を理解したりし，それらに基づいて自分の考えをもつ姿 

確かな学力を支える「学びに向かう力」の育成 
～読解力の向上を基盤とした学習指導を通して～ 

（１）教育の今日的課題から 

新学習指導要領では，「生きて働く知識・技能の習得」，「未知の状況にも対応できる

思考力・判断力・表現力等の育成」，「学びを人生や社会に生かそうとする学びに向か

う力・人間性の涵養」が求められる。特に，「学びに向かう力～他者や課題に主体的に関わろ

うとする態度～」の育成こそ今日の教育に求められている大きな課題の一つといえる。 

（３）本校児童の実態から 

ＮＲＴは平均値(50)を上回る。

一方，県学力調査では，県平均と同

等か，下回る。 

これまでの研究の成果が，児童

の基礎的・基本的な知識・技能の定

着につながりつつあるといえる。 

課題は問題の情報量が多いと，

既習の知識・技能を生かそうとす

る主体的な態度が不十分になり，

結果として，知識・技能を十分に生

かせていない点である。 

（２）本校教育目標の具現化から 

本校教育目標は「夢を持ち なかよく（共生），かしこく（創造），たくましく（自

主）生きる児童の育成～にこにこ smile はきはき positive いきいき active～」で

ある。国語科・算数科を中心として本研究に取り組むことで，自分の考えを書いたり，

互いの考えを伝え合ったりし，本校教育目標の達成につながると考える。 

48
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ＮＲＴ国語 県学調国語 ＮＲＴ算数 県学調算数

室小学校児童の実態
（ＮＲＴ及び県学力調査）

自校 全国及び県平均



４ 研究仮説及び仮説へのアプローチ・研究構想図 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

夢を持ち なかよく（共生），かしこく（創造），たくましく（自主）生きる児童の育成 

～にこにこ smile はきはき positive いきいき active～

〇 既有の知識・技能や学習経験を生かそうとする姿（主体的な学び） 

〇 他者と関わりながら自らの考えや表現の仕方を変容・補強していこうとする姿（対話

的な学び） 

〇 自ら「問い」を見出そうとする姿（主体的で深い学び） 

仮説へのアプローチ 

① 児童の既有の知識・技能を引き出すめあてや課題の設定 

② 板書を軸として，児童同士の思考をつなぎ，納得を促す教師の手立て 

③ 学習した内容を自覚するまとめや新たな学びに向かう振り返り 

研究の仮説 

児童が自分の考えをもち，それらを表現し合う学習活動の中で，板書を軸として児童

同士の思考をつなぎ，思考を構築していく授業の工夫を行うことで，児童の読解力が高

まり，児童の「学びに向かう力」の育成を図ることができるであろう。 

 

保護者・地域の願い 児童の実態 人権教育の視点 キャリア教育の視点 今日的課題 




